
パネルディスカッションの様子

○ 平成２９年９月９日岩手県一関市、一関文化センターにて「カスリン・アイオン台風から７０年 水防災フォーラム」が開催されました。
○ 北上川下流河川事務所では、１Ｆ展示ホールにて「北上川下流部改修の歴史に関するパネル」を展示し、水害の記録や治水施設の役割

等について認識してもらったほか、体験コーナーとして「ミニ簡易アラート装置づくり教室」を行い、洪水の危険性や水位の意味、簡易ア
ラートの仕組みを理解してもらい、水防災意識の向上に資する取組となりました。

○ ブースを訪れた方々からは、「北上川下流部の被害状況や改修の内容などが分かった」、「ミニ簡易アラート作り体験が楽しく、勉強になっ
た」「装置を持ち帰って子供にも勉強させたい」、「光で水位を知らせてくれるので分かり易くて良い」などといった声も聞かれるなど、大変
好評のイベントとなりました。
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